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〔F関数〕 鋳型はn層類の単量体から構成されるとする｡第 k種の出現確率 ､㌔ ､
･k塁lPk-1)醸 まれて-る単量体の個数の比率で与えられる｡媒液にはそれぞれ
対応するn種類の基質単量体が溶けているとする｡合成によって消費された分を補給す













濃度 qkに等 しいことを示 している｡すべての種類にっいて平均した一つの鋳型単量体
あたりに必要な平均衝突回数は.
np
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